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一

谷
省
吾
先
生
の
多
く
の
著
書
の
な
か
で
も
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
『
神
道
原
論
』
（
1
）

は
、「
神
道
の
信
仰
・
思
想
の
核
心
に
存
す
る
と
思
ふ

も
の
を
あ
げ
て
論
述
」
（
2
）

さ
れ
、
神
道
の
倫
理
性
を
古
典
と
歴
史
に
即
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
神
職
課
程
の
「
神
道
神

学
」
の
教
科
書
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
か
ら
平
成
五
年
ま
で
の
長
い
あ
い
だ
用
い
ら
れ
、
自
ず
と
皇
學
館
大
学
の
「
神
道
神
学
」
を
示
し
て

い
た
の
で
あ
っ
た
（
3
）。

そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
、
十
編
の
論
文
と
二
編
の
資
料
紹
介
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

序
説第

一
章

神
道
の
課
題

…
（
1
）

第
二
章

神
道
と
神
話

…
（
2
）

前
篇

神
道
の
根
本
理
念

第
一
章

天
地
初
発

…
（
3
）

谷
省
吾
先
生
『
神
道
原
論
』
の
成
立
（
秦
）
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第
二
章

修
理
固
成

…
（
4
）

第
三
章

光
華
明
彩

…
（
5
）

第
四
章

清
々

…
（
6
）

第
五
章

天
壌
無
窮

…
（
7
）

後
篇

神
道
的
生
の
核
心

第
一
章

正
直

…
（
8
）

第
二
章

留
魂

…
（
9
）

第
三
章

い
の
ち

…
（
10
）

附
録そ

の
一

若
林
強
斎
『
神
道
大
意
』

そ
の
二

鈴
木
重
胤
『
林
欣
二
伴
臣
生
涯
之
心
得
』・『
養
心
神
訣
』

各
編
は
学
術
雑
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
も
と
に
、
さ
ら
に
修
正
、
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
「
あ
と
が
き
」
に
記
さ
れ
て
い
る

が
、
元
々
そ
れ
ら
の
論
文
は
、「
神
道
神
学
」
の
講
義
ノ
ー
ト
を
も
と
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
先
生
が
皇
學
館
で
の
研
究
を
振

り
返
ら
れ
た
「
皇
學
館
大
学
と
私
の
神
道
研
究
」
（
4
）

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
成
立
し
た
『
神
道
原
論
』
各
章
の
基
本
と
な
っ
た
論
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
数
字
は
前
掲
の
数
字
と
対
応

す
る
。
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序
説（

1
）
…
伝
統
は
改
変
し
て
よ
い
の
か

―
戦
後
の
神
道
論
二
三
に
対
す
る
意
見
―

「
神
道
宗
教
」

三
十
七
号

昭
和
三
十
九
年
十
月

（
2
）
…
日
本
神
話
と
神
道

神
道
の
立
場
か
ら
す
る
神
代
史
理
解
の
問
題

「
歴
史
教
育
」
十
四
の
四

昭
和
四
十
一
年
四
月

前
篇（

3
）
…
天
地
初
発
の
意
義

「
皇
學
館
大
学
紀
要
」
第
三
輯

昭
和
四
十
年
三
月

（
4
）
…
「
修
理
固
成
」
考

「
皇
學
館
大
学
紀
要
」
第
五
輯

昭
和
四
十
二
年
二
月

（
5
）
…
書
き
下
ろ
し
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（
6
）
…
「
す
が
す
が
し
」
考

―
神
道
的
境
地
の
表
現
―

「
神
道
史
研
究
」

十
の
六

昭
和
三
十
七
年
十
一
月

（
7
）
…
書
き
下
ろ
し

後
篇（

8
）
…
神
道
に
お
け
る
教

―
特
に
正
直
に
つ
い
て
―

「
神
道
宗
教
」

四
十
五
号

昭
和
四
十
一
年
十
一
月

（
9
）
…
留
魂
の
思
想
と
そ
の
顕
現

「
皇
學
館
論
叢
」
四
の
一

昭
和
四
十
六
年
二
月

日
之
少
宮
の
伝
の
論
理

―
そ
の
神
学
的
意
義
―

「
神
道
宗
教
」

三
十
三
号

昭
和
三
十
八
年
十
一
月

（
10
）
…
神
道
に
お
け
る
「
い
の
ち
」

―
特
に
そ
の
連
続
性
に
つ
い
て
―
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高
原
先
生
喜
寿
記
念
『
皇
学
論
集
』

昭
和
四
十
四
年
十
月

附
録

若
林
強
斎
の
神
道
大
意
二
種

「
皇
學
館
論
叢
」
創
刊
号

昭
和
四
十
三
年
四
月

林
欣
二
伴
臣
生
涯
之
心
得
・
養
心
神
訣

鈴
木
重
胤
先
生
百
年
祭
記
念
会
刊

昭
和
三
十
八
年
十
月

な
か
で
も
前
篇
第
四
章
の
「
清
々
」
は
、「
神
道
史
研
究
」
の
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「「
す
が
す
が
し
」
考
―
神
道
的

境
地
の
表
現
―
」
を
基
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
神
道
原
論
』
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
る
論
文
の
な
か
で
、
最
初
に
発
表
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

そ
の
「「
す
が
す
が
し
」
考
」
は
、
皇
學
館
大
学
が
再
興
さ
れ
た
年
の
発
表
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
谷
先
生
が
学
術
論
文
を
控
え
ら

れ
て
い
た
時
期
か
ら
、
再
び
そ
の
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
最
初
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
先
生
の
学
問
を
確
認
し
て
い
く
う
え
で
見
逃
し
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、『
神
道
原
論
』
の
成
立
に
も
深
く
か
か
わ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

二

谷
先
生
は
、
昭
和
十
八
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科
に
「
鈴
木
重
胤
の
研
究
」
を
提
出
さ
れ
卒
業
さ
れ
て
い
る
。
先
生
は
東
大

谷
省
吾
先
生
『
神
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原
論
』
の
成
立
（
秦
）

― 447 ―



入
学
以
前
の
旧
制
浪
速
高
等
学
校
在
学
時
に
、
垂
加
神
道
の
精
神
世
界
に
大
き
な
魅
力
と
関
心
を
抱
か
れ
、
そ
の
研
究
を
志
さ
れ
て
い
る
（
5
）。

大
学
で
の
学
問
に
つ
い
て
は
、「
退
職
記
念
講
義
」
（
6
）

の
な
か
で
、
神
道
を
深
め
て
い
く
に
は
、「
も
つ
と
根
本
的
に
日
本
の
思
想
、
乃
至
は
神

道
の
根
幹
に
迫
る
た
め
に
は
記
紀
の
研
究
―
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
研
究
に
向
は
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
ら
れ
、「
自
分
自
身
が
古
事
記
・

日
本
書
紀
に
直
接
は
ひ
つ
て
ゆ
く
と
同
時
に
、
そ
の
伝
承
・
研
究
の
歴
史
を
し
つ
か
り
と
学
び
た
い
」
（
7
）

と
の
強
い
思
い
か
ら
、
日
本
書
紀
と

取
り
組
ん
だ
国
学
者
の
鈴
木
重
胤
を
卒
業
論
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

東
大
卒
業
後
は
、
海
軍
予
備
学
生
を
経
て
和
歌
山
県
富
田
で
終
戦
を
迎
え
ら
れ
、
復
員
後
は
療
養
生
活
が
続
き
、
研
究
の
再
開
は
昭
和
二

十
五
年
四
月
の
「
温
故
会
と
嚶
々
筆
語
」（「
藝
林
」
一
の
一
）
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

「
自
然
と
カ
ム
ナ
ガ
ラ
」（「
神
道
史
研
究
」
一
の
一
・
二
）
昭
和
二
十
八
年
一
・
四
月

「
大
国
隆
正
と
鈴
木
重
胤
―
学
統
辯
論
を
め
ぐ
る
こ
と
ど
も
―
」（「
日
本
歴
史
」
六
十
）
昭
和
二
十
八
年
五
月

「
造
化
者
鬼
神
之
迹
―
鬼
神
新
論
雑
考
―
」（「
藝
林
」
四
の
五
）
昭
和
二
十
八
年
十
月

「
二
つ
の
古
史
―
古
史
通
と
古
史
成
文
―
」（「
神
道
史
研
究
」
二
の
一
）
昭
和
二
十
九
年
一
月

「
天
地
の
は
じ
め
」（「
神
道
学
」
二
号
）
昭
和
二
十
九
年
八
月

と
、
本
居
宣
長
、
平
田
篤
胤
、
鈴
木
重
胤
等
の
国
学
者
に
よ
る
古
事
記
、
日
本
書
紀
な
ど
の
古
典
の
解
釈
、
理
会
を
儒
学
と
の
関
連
に
基
づ

い
て
論
じ
た
論
考
を
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
発
表
さ
れ
て
い
る
（
8
）。

さ
ら
に
、『
橿
の
實
―
鈴
木
重
胤
の
研
究
―
』
（
9
）

を
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
に

刊
行
さ
れ
、
そ
の
構
成
は
、

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
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六
十
周
年
記
念
『
皇
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第
一
部

鈴
木
重
胤
著
述
目
録

鈴
木
重
胤
文
章
目
録

鈴
木
重
胤
略
年
譜

第
二
部

神
世
之
語
事
と
日
本
書
紀
伝

―
古
典
研
究
の
方
法
―

祝
詞
正
訓
出
版
の
事
情

で
あ
り
、
第
二
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
二
編
の
論
文
の
う
ち
「
祝
詞
正
訓
出
版
の
事
情
」
は
、
昭
和
二
十
五
年
六
月
に
大
阪
歴
史
学
会
で
の

発
表
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
次
の
「
神
世
之
語
事
と
日
本
書
紀
伝
」
は
雑
誌
等
で
の
発
表
を
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
の
論
文
の
内
容
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

平
田
篤
胤
は
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
伝
承
の
な
か
か
ら
正
し
い
と
す
る
も
の
を
選
び
出
し
て
本
文
を
策
定
し
「
古
史
成
文
」
を
著
し
て
い

る
。
鈴
木
重
胤
も
篤
胤
の
学
問
に
倣
い
「
神
世
之
語
事
」
で
記
紀
を
も
と
に
独
自
の
本
文
を
作
成
す
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

宣
長
の
「
古
事
記
伝
」
の
よ
う
に
、
古
典
を
徹
底
的
に
解
明
し
古
典
自
身
で
語
ら
せ
る
と
い
う
方
法
こ
そ
が
国
学
と
し
て
の
正
し
い
あ
り
か

た
で
は
な
い
の
か
、
と
の
大
き
な
転
換
を
経
て
「
日
本
書
紀
伝
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
、
そ
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
大
学
で
記
紀
の
研
究
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、「
や
は
り
国
学
か
ら
は
ひ
ろ
う
と
思
ひ
ま
し
た
。
当
時
、
国
学
史
の
概

谷
省
吾
先
生
『
神
道
原
論
』
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説
書
は
沢
山
出
て
ゐ
ま
し
た
。
だ
が
、
私
は
何
と
な
く
不
満
で
し
た
。
そ
れ
は
学
説
史
、
人
物
史
に
過
ぎ
な
い
。
国
学
が
抱
え
て
ゐ
る
課
題

を
取
り
出
し
、
そ
れ
に
国
学
者
が
ど
う
取
り
組
ん
で
ゐ
る
か
、
そ
れ
を
ひ
と
り
ひ
と
り
の
深
い
伝
記
的
研
究
を
積
み
上
げ
の
上
に
論
述
し
て

ゆ
く
、
そ
う
い
つ
た
迫
力
に
満
ち
た
国
学
史
は
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
印
象
を
持
つ
て
ゐ
ま
し
た
」
（
10
）

と
、
当
時
の
国
学
研
究

と
は
異
な
る
あ
り
方
を
模
索
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
神
世
之
語
事
と
日
本
書
紀
伝
」
は
単
に
学
説
史
を
展
開
し
た
も
の
で
は
な

く
、
古
道
の
真
意
を
解
き
明
か
す
と
い
う
「
国
学
が
抱
え
て
ゐ
る
課
題
」
に
つ
い
て
の
深
刻
な
対
立
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
谷
先
生
の
目

指
す
国
学
研
究
の
方
法
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
論
文
は
、
原
稿
用
紙
に
換
算
す
る
と
約
百
枚
と
な
り
、「
卒
業
論
文
を
き
つ
ち
り
百
枚
で
書
き
終
へ
」
（
11
）

た
、
と
の
枚
数
と
合
致
し
、

内
容
も
「
学
説
史
」、「
人
物
史
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
内
容
で
あ
り
、
卒
業
論
文
と
の
密
接
な
関
係
が
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
卒
業
論
文
は
、
提
出
後
の
「
夏
休
み
に
二
百
三
十
余
枚
の
も
の
に
書
き
改
め
」
（
12
）

ら
れ
た
と
あ
る
。『
橿
の
實
』
第
一
部
の
「
鈴

木
重
胤
著
述
目
録
」、「
鈴
木
重
胤
略
年
譜
」
は
戦
前
の
調
査
の
も
の
で
、
そ
の
分
量
は
原
稿
用
紙
凡
そ
百
二
、
三
十
枚
程
度
と
な
り
、
先
の

卒
業
論
文
の
百
枚
と
合
わ
せ
る
と
、「
二
百
三
十
余
枚
」
近
く
と
な
る
。
書
き
改
め
ら
れ
た
卒
業
論
文
「
二
百
三
十
余
枚
」
と
、『
橿
の
實
』

第
一
部
と
第
二
部
の
分
量
が
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、「
二
百
三
十
余
枚
」
に
改
稿
さ
れ
た
卒
業
論
文
は
、『
橿
の
實
』
の
原
稿
と
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

『
橿
の
實
』
刊
行
以
前
に
発
表
さ
れ
た
国
学
関
係
の
論
考
と
し
て
、「
自
然
と
カ
ム
ナ
ガ
ラ
」
と
「
大
国
隆
正
と
鈴
木
重
胤
」
が
あ
る
。
前

者
は
、
孝
徳
天
皇
紀
「
惟
神
者
謂
隨
神
道
亦
自
有
神
道
也
」
の
「
カ
ム
ナ
ガ
ラ
」
に
「
自
然
」
を
あ
て
る
の
か
、「
当
然
」
を
あ
て
る
の
か

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
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』
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に
つ
い
て
、
篤
胤
に
影
響
を
与
え
た
老
子
の
思
想
や
、
宋
代
の
儒
学
と
真
淵
を
始
め
と
す
る
国
学
者
の
議
論
を
も
と
に
、
鈴
木
重
胤
が
「
当

然
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、「
日
本
書
紀
伝
」
を
め
ぐ
る
平
田
銕
胤
、
大
国
隆
正
か
ら
の
批
難
を
ふ
ま

え
て
、
重
胤
の
学
問
の
方
法
論
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
谷
先
生
は
鈴
木
重
胤
の
学
問
を
、
真
淵
に
さ
か
の
ぼ
り
、
宣
長
、

篤
胤
等
と
そ
の
周
辺
の
国
学
者
も
視
野
に
入
れ
、
そ
れ
ら
の
学
問
と
の
相
違
や
共
通
点
を
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
国
学
に
関
す
る
主
な
も
の
と
し
て
は
、

「
鈴
木
重
胤
と
大
瀧
光
憲
」（「
神
道
史
研
究
」
三
の
六
）
昭
和
三
十
年
十
一
月

「
グ
リ
ム
兄
弟
の
学
問
―
国
学
へ
の
反
省
の
し
か
た
に
対
す
る
一
つ
の
示
唆
―
」（「
神
道
宗
教
」
十
号
）
昭
和
三
十
一
年
三
月

「
鈴
木
重
胤
の
宗
像
信
仰
」（「
神
道
史
研
究
」
五
の
六
）
昭
和
三
十
二
年
十
一
月

「
古
史
成
文
と
日
本
書
紀
伝
―
国
学
方
法
論
上
の
一
つ
の
問
題
点
」（「
神
道
学
」
十
五
号
）
昭
和
三
十
二
年
十
一
月

「
出
雲
大
社
と
鈴
木
重
胤
」（『
千
家
尊
宣
先
生
還
暦
記
念

神
道
論
文
集
』）
昭
和
三
十
三
年
九
月
刊

と
数
編
の
論
文
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
神
道
に
つ
い
て
は
、
国
学
を
通
し
て
の
記
紀
の
解
釈
と
そ
の
研
究
の
歴
史
を
お
さ
え
た
上
で
、
垂

加
神
道
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
方
法
で
も
っ
て
進
め
て
お
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
垂
加
神
道
に
つ
い
て
の
論
考
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
九
年

に
発
表
さ
れ
た
「
天
地
の
は
じ
め
」
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
垂
加
神
道
に
つ
い
て
は
、

「
若
林
強
斎
に
つ
い
て
二
・
三
」（「
神
道
史
研
究
」
四
の
五
）
昭
和
三
十
一
年
九
月

「
若
林
強
斎
先
生

神
道
大
意
（
覆
刻
）」
私
家
版

昭
和
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と
い
う
よ
う
に
論
文
と
覆
刻
の
そ
れ
ぞ
れ
一
編
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
に
「
式
年
遷
宮
の
意
義
」
を
「
神
道
史
研
究
」（
六
の
六
）
に
発
表
後
は
、
昭
和
三
十
七
年
の
「「
す
が

す
が
し
」
考
」
ま
で
、
神
道
に
限
ら
ず
国
学
に
関
し
て
も
論
文
と
い
う
か
た
ち
で
の
発
表
は
四
年
間
ほ
ど
の
空
白
と
な
る
の
で
あ
る
。

四

谷
先
生
は
論
文
以
外
に
も
、
評
論
、
随
筆
を
数
多
く
発
表
さ
れ
、
先
生
の
著
作
の
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
評
論
に
つ
い

て
、『
石
の
ひ
ゞ
き
』
（
13
）

の
「
は
し
が
き
」
で
「
道
義
の
厳
粛
性
と
精
神
の
威
厳
と
純
粋
な
も
の
の
美
し
さ
と
の
具
体
的
な
す
が
た
を
、
私
は
、

私
な
り
に
、
心
を
こ
め
て
書
き
記
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
先
生
の
学
問
を
考
え
る
上
で
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
も
の

な
の
で
あ
る
。

評
論
の
な
か
で
、
最
も
古
い
も
の
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
の
「
ケ
ー
ベ
ル
の
こ
と
」
と
「
御
目
の
し
ず
く
」
で
あ
り
、
そ
の
二
編
を
始

め
と
し
て
昭
和
三
十
六
年
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
評
論
は
、
実
に
九
十
九
編
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
の
評
論
は
古
典
、
先
哲
、
神
道
を
始
め
と
し
て
教
育
や
時
務
を
論
じ
た
も
の
ま
で
見
ら
れ
、
さ
ら
に
は
連
載
も
多
く
、
昭
和
三
十
一

年
か
ら
昭
和
三
十
七
年
の
間
は
、
毎
月
、
あ
る
い
は
隔
月
の
間
隔
で
も
っ
て
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
連
載
の
評
論
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。
昭

和
三
十
八
年
か
ら
は
、「
生
活
の
中
の
神
道
」
の
連
載
に
加
え
、
単
独
の
評
論
と
再
び
論
文
を
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
昭
和

三
十
四
年
か
ら
昭
和
三
十
六
年
の
「
論
文
空
白
期
」
は
、
連
載
で
の
評
論
に
専
念
さ
れ
た
「
評
論
連
載
期
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

連
載
の
評
論
は
七
編
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
な
か
で
神
道
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
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「
出
雲
の
こ
こ
ろ
」（
昭
和
三
十
三
年
か
ら
三
十
四
年
「
幽
顕
」）、

「
神
の
声
・
人
の
声
」（
昭
和
三
十
四
年
か
ら
三
十
七
年
「
松
葉
」）

「
生
活
の
な
か
の
神
道
」（
昭
和
三
十
七
年
か
ら
四
十
年
「
松
葉
」）

が
見
ら
れ
、
ま
さ
に
「
心
を
こ
め
て
書
き
記
し
た
」
連
載
に
取
り
組
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
論
文
空
白
期
」
は
、
連
載
に
よ
る
評

論
で
も
っ
て
、
神
道
へ
の
思
索
を
深
め
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
連
載
の
評
論
は
、
後
に
『
石
の
ひ
ゞ
き
』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
（
14
）。

連
載
で
の
評
論
で
最
も
早
い
「
出
雲
の
こ
こ
ろ
」
の
構
成
は
、

（
1
）

雲

（
2
）
す
が
す
が
し

（
3
）
内
は
ほ
ら
ほ
ら

（
4
）
琴

（
5
）
う
る
は
し
き
神

（
6
）
か
ま
の
は
な

（
7
）
五
百
つ
鉏
の
鉏
な
お
取
り
取
ら
し
て

（
8
）
手
俣
よ
り
漏
き
し
子
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（
9
）
成
れ
る
と
こ
ろ
あ
り

成
ら
ざ
る
と
こ
ろ
有
り

（
10
）
く
え
び
こ

（
11
）
国
ゆ
づ
り

（
12
）
か
く
れ
た
る
事

出
雲
神
話
に
そ
っ
て
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
か
ら
始
ま
り
、「
だ
い
こ
く
さ
ま
」
の
物
語
が
紹
介
さ
れ
て
い
く
な
か
、
な
か
で
も
（
1
）《
雲
》、

（
2
）《
す
が
す
が
し
》
で
は
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
「
わ
が
御
心
す
が
す
が
し
」
と
の
言
挙
げ
を
取
り
上
げ
、（
9
）《
成
れ
る
と
こ
ろ
あ
り
、

成
ら
ざ
る
と
こ
ろ
有
り
》
で
は
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
神
と
「
だ
い
こ
く
さ
ま
」
の
対
話
に
お
け
る
そ
の
発
言
の
意
味
を
問
わ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退
治
し
た
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
、
天
叢
雲
剣
を
天
上
に
献
じ
る
と
い
う
大
き
な
功
績
を
挙
げ
る
に
は
、
高
天
原
を

追
放
さ
れ
地
上
に
降
り
る
と
い
う
「
辛
苦
」
を
嘗
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
大
功
の
の
ち
、
ク
シ
ナ
ダ
姫
と
住
む
べ
き
地
を

得
ら
れ
「
す
が
す
が
し
」
と
仰
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
2
《
す
が
す
が
し
》
で
は
、

日
本
人
の
伝
統
的
な
感
覚
と
理
性
と
は
、
さ
う
い
ふ
す
が
す
が
し
さ
こ
そ
が
、
正
し
い
も
の
の
心
で
あ
り
、
純
粋
な
も
の
の
す
が
た

に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
、
理
解
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
、
日
本
人
の
判
断
、
行
動
の
根
底
に
「
す
が
す
が
し
」
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
で
あ
る
。
そ
の
「
す
が
す
が
し
」
は
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の

退
治
、
天
叢
雲
剣
の
発
見
、
ク
シ
ナ
ダ
姫
と
の
結
婚
な
ど
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
高
天
原
追
放
に
と
も
な
う
「
辛
苦
」
の
体
験
に
象

徴
的
な
意
味
を
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
古
事
記
で
は
、「
す
が
す
が
し
」
を
pure
と
訳
し
、
さ
ら
に
refreshed
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と
訳
し
た
が
、
日
本
語
の
「
す
が
す
が
し
」
に
あ
た
る
外
国
語
は
見
当
た
ら
な
い
と
し
て
、
日
本
人
の
も
つ
感
性
の
深
さ
が
説
か
れ
る
。

ま
た
、（
9
）《
成
れ
る
と
こ
ろ
あ
り
、
成
ら
ざ
る
と
こ
ろ
有
り
》
で
は
、
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
神
の

成
れ
る
と
こ
ろ
有
り
、
成
ら
ざ
る
と
こ
ろ
有
り
と
い
ふ
こ
と
は
、
事
業
・
人
生
・
歴
史
に
お
い
て
つ
ね
に
見
ら
れ
る
道
理
で
あ
る
。

と
さ
れ
、こ

の
神
ら
し
い
風
変
わ
り
な
表
現
の
う
ち
に
、
智
慧
を
こ
め
、
反
省
と
い
ま
し
め
と
励
ま
し
と
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

と
い
う
よ
う
に
、
神
学
的
な
見
解
を
平
易
に
語
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、「
神
の
声
・
人
の
声
」
の
連
載
で
は
、「
神
の
声
」
と
し
て
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
大
祓
詞
、
倭
姫
命
世
記
、
天
照
大
神
、
八

幡
大
菩
薩
な
ど
を
、「
人
の
声
」
で
は
西
行
、
北
畠
親
房
、
賀
茂
真
淵
、
本
居
宣
長
、
鈴
木
重
胤
、
橘
曙
覧
、
明
治
天
皇
な
ど
を
取
り
上
げ

て
い
る
。

例
え
ば
、
大
祓
詞
の
「
し
な
ど
の
風
の
天
の
八
重
雲
を
吹
き
放
つ
こ
と
の
ご
と
く
、
朝
の
御
霧
、
夕
の
御
霧
を
朝
風
夕
風
の
吹
き
掃
ふ
こ

と
の
ご
と
く
」
に
つ
い
て
は
、

お
宮
の
境
内
に
は
い
り
ま
す
と
、
普
通
の
家
と
は
も
ち
ろ
ん
、
お
寺
な
ど
と
も
ち
が
つ
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
厳
粛
で
あ
る
が
、

明
る
く
、
美
し
く
、
清
ら
か
で
、
さ
は
や
か
で
、
ま
つ
す
ぐ
で
、
と
い
ふ
よ
う
な
感
じ
―
そ
れ
を
綜
合
し
て
、
古
来
日
本
人
は
、「
す
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が
す
が
し
」
と
言
つ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
神
道
に
お
け
る
理
想
の
境
地
と
は
、
こ
の
す
が
す
が
し
さ
を
徹
底
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る

の
だ
と
も
、
教
へ
ら
れ
て
き
た
の
で
し
た
。

と
、「
す
が
す
が
し
」
に
含
ま
れ
る
感
性
を
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
は
、「
す
が
す
が
し
い
光
明
正
大
の
境
地
へ
の
限
り
な
い
あ
こ
が
れ
」
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
古
事
記
の
「
こ
の
た
だ
よ
へ
る
国
を
、
修
り
理
め
固
め
成
せ
」
に
つ
い
て
は
、
北
畠
親
房
の
神
皇
正
統
記
の
「
天
地
の
は
じ
め

は
今
日
を
は
じ
め
と
す
る
理
あ
り
」
と
と
も
に
、
垂
加
神
道
の
「
今
日
の
さ
ま
が
混
沌
な
り
開
闢
な
り
」
と
の
教
へ
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
先

生
の
評
論
の
骨
子
と
な
っ
て
い
た
の
は
垂
加
神
道
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
国
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
次
節
で
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

五

昭
和
二
十
九
年
に
、
垂
加
神
道
に
つ
い
て
の
最
初
の
論
文
で
あ
る
「
天
地
の
は
じ
め
」
で
は
、
古
典
を
踏
ま
え
て
哲
学
的
な
思
索
を
試
み

ら
れ
る
な
ど
、
の
ち
に
皇
學
館
大
学
で
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
「
神
道
神
学
」
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

神
皇
正
統
記
の
「
天
地
の
初
は
今
日
を
初
と
す
る
理
あ
り
」
を
受
け
て
、
垂
加
神
道
の
「
混
沌
の
伝
」
に
「
今
日
の
状
が
混
沌
也
。
開
闢

也
。
天
地
の
始
は
今
日
を
以
初
と
す
る
と
は
此
義
也
。
開
け
て
も
混
沌
、
未
開
て
も
混
沌
と
云
也
」
と
あ
り
、
同
じ
く
「
混
沌
の
は
じ
め
を

守
る
の
伝
」
で
は
「
混
沌
而
含
牙
是
也
」
と
し
て
、
混
沌
は
単
な
る
混
ゝ
沌
ゝ
で
は
な
く
牙
（
き
ざ
し
）
を
含
む
と
い
う
朱
子
学
の
重
要
な

課
題
で
あ
る
未
発
と
已
発
の
議
論
を
踏
ま
え
、
天
地
開
闢
の
「
霊
妙
不
可
測
」
と
い
う
「
神
道
の
秘
訣
」
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
神
道
家
の

議
論
の
焦
点
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
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そ
の
点
を
、
垂
加
神
道
で
は
「
土
金
の
伝
」
で
説
く
「
土
が
し
ま
っ
て
金
」
に
な
る
と
い
う
「
ツ
ツ
シ
ミ
」
に
、「
敬
」
の
訓
に
あ
て
た

山
崎
闇
斎
の
見
解
は
、「
普
遍
の
理
に
立
脚
す
る
本
も
の
で
あ
つ
た
」
と
さ
れ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

天
地
は
ツ
ゝ
シ
ミ
に
よ
っ
て
流
行
し
、造
化
は
ツ
ゝ
シ
ミ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
ツ
ゝ
シ
ミ
は
誠
で
あ
る
。
誠
は
天
の
道
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
誠
な
ら
ん
と
す
る
の
が
人
の
道
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
で
言
え
ば
ツ
ゝ
シ
ミ
、
人
で
言
え
ば
「
ツ
ゝ
シ
ム
」、
す
な

わ
ち
人
は
ツ
ゝ
シ
ム
の
で
あ
る
。
ツ
ゝ
シ
ミ
は
自
然
の
道
、
ツ
ゝ
シ
ム
は
当
然
の
学
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
自
然
」
と
「
当
然
」
で
神
道
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
否
か
が
、
国
学
者
間
の
議
論
と
な
り
、
鈴
木
重
胤
は
「
当
然
」

に
「
カ
ン
ナ
ガ
ラ
」
を
あ
て
た
こ
と
を
論
じ
た
後
、

国
学
に
お
け
る
論
争
に
あ
つ
て
も
、
自
然
と
い
ふ
こ
と
ば
の
解
釈
に
は
混
乱
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
と
も
か
く
も
垂
加
翁
と
そ
の
門

流
と
は
、
そ
の
表
現
と
思
索
と
に
い
ま
だ
し
い
と
こ
ろ
は
か
な
り
有
る
に
し
て
も
、
国
学
と
は
別
の
か
た
ち
で
、
お
な
じ
や
う
な
問
題

に
た
い
す
る
解
決
の
い
と
ぐ
ち
を
、
す
る
ど
い
直
観
と
誠
実
と
に
よ
つ
て
提
出
し
て
ゐ
た
と
言
つ
て
よ
か
ろ
う
。

と
述
べ
ら
れ
、
こ
こ
に
垂
加
神
道
と
国
学
の
接
点
を
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
天
地
の
は
じ
め
」
に
つ
い
て
、「
私
の
神
学
的
思
索
の
は
じ
め
て
の
表
明
」
（
15
）

と
さ
れ
た
の
は
、
国
学
を
通
し
て
垂
加
神
道
へ
の
理
会
を
よ

り
深
め
て
い
く
と
い
う
学
問
の
あ
り
か
た
で
も
っ
て
、
古
典
に
基
づ
い
た
神
道
神
学
を
見
出
さ
れ
た
こ
と
の
表
明
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
後
の
神
道
に
つ
い
て
の
評
論
で
も
、
そ
う
い
う
「
神
学
的
思
索
」
を
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
、
評
論
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
人
々
の
暮
ら
し
の
な
か
か
ら
神
道
的
な
も
の
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
点
で
あ
る
。「
生
活
の
な

か
の
神
道
」
と
題
す
る
連
載
で
実
際
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
次
の
九
項
目
で
あ
っ
た
。

（
1
）
風
呂

（
2
）
ち
よ
つ
と
一
ぱ
い

（
3
）
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う

（
4
）
障
子
の
は
り
か
へ

（
5
）
だ
ん
ら
ん
（
団
欒
）

（
6
）
柱

（
7
）
花
を
生
け
る

（
8
）
い
た
ゞ
き
ま
す

（
9
）
鏡

連
載
の
第
一
回
で
あ
る
「
風
呂
」
の
な
か
で
、

風
呂
と
い
ふ
も
の
は
、
日
本
人
に
と
つ
て
、
ま
じ
め
な
意
味
に
お
い
て
、
深
い
民
族
的
な
心
の
伝
承
に
か
か
は
る
も
の
が
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
私
ど
も
は
、
そ
ん
な
深
い
こ
と
を
い
ち
い
ち
考
へ
な
が
ら
湯
に
つ
か
つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
湯
か
ら
上
つ

て
き
て
、
あ
あ
す
が
す
が
し
い
と
思
ふ
と
き
、
実
は
明
ら
か
に
、
神
話
以
来
の
心
の
伝
承
の
中
に
、
自
分
も
ゐ
る
の
で
あ
る
。
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と
、「
す
が
す
が
し
い
」
と
い
う
感
性
は
、
風
呂
に
浸
か
る
と
い
う
毎
日
の
生
活
の
な
か
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
風
呂
に
よ
っ
て
「
す
が

す
が
し
い
と
思
ふ
と
き
」「
神
話
以
来
の
心
の
伝
承
の
中
に
、
自
分
も
ゐ
る
」
と
、
日
本
人
は
生
活
の
な
か
で
、
無
意
識
に
神
道
を
伝
え
て

き
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
の
「
伝
統
は
改
変
し
て
よ
い
の
か
―
戦
後
の
神
道
論
二
・

三
に
対
す
る
意
見
―
」
（
16
）

の
な
か
で
、
神
道
の
学
問
の
構
成
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

神
道
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
は
、
自
己
の
理
性
を
信
じ
き
つ
た
観
念
の
論
理
で
は
な
い
。
神
道
の
事
実
と
伝
承
と
に
対
す
る
正
し
い

探
究
で
あ
る
。
そ
の
事
実
・
伝
承
と
は
、
第
一
に
祭
祀
で
あ
り
、
第
二
に
古
典
で
あ
り
、
第
三
に
歴
史
で
あ
る
。

第
一
に
祭
祀
と
は
宮
中
の
祭
祀
、
神
宮
の
祭
祀
、
神
社
の
祭
祀
、
家
庭
の
祭
祀
、
及
び
民
俗
的
祭
祀
で
あ
る
。
第
二
に
古
典
と
は
、

先
ず
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
の
よ
う
に
、
あ
る
と
き
は
「
神
典
」
と
さ
へ
呼
ば
れ
る
種
類
の
も
の
、（
中
略
）
第
三
に
歴
史
は
、
神
道

が
日
本
国
家
の
運
命
と
日
本
国
民
の
生
活
と
を
守
り
そ
だ
て
て
き
た
過
程
を
、
事
実
を
以
て
示
し
て
ゐ
る
。

観
念
で
は
な
く
、
事
実
で
も
っ
て
神
道
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
谷
先
生
の
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
日
本
国
民
の
生
活
」
の
一
つ
の

例
と
し
て
「
風
呂
」
を
取
り
上
げ
、
湯
か
ら
上
が
り
「
す
が
す
が
し
い
」
と
思
う
と
き
そ
の
背
後
に
は
、「
神
話
以
来
の
言
葉
」
に
よ
っ
て
、

古
典
、
歴
史
を
支
え
る
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
、「
評
論
」
に
よ
っ
て
、
平
易
に
、
か
つ
美
し
い
日
本
語
で
説
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
17
）。

谷
省
吾
先
生
『
神
道
原
論
』
の
成
立
（
秦
）

― 459 ―



六

昭
和
二
十
八
年
か
ら
帝
塚
山
学
園
の
教
壇
に
立
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
谷
先
生
は
、
先
述
の
よ
う
に
多
く
の
評
論
を
精
力
的
に
手
掛
け
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
に
皇
學
館
大
学
が
再
興
さ
れ
る
と
同
時
に
、
国
史
学
科
の
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
、「
思
想
史
講
読
」、

「
思
想
史
演
習
」
な
ど
を
担
当
さ
れ
日
本
書
紀
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

草
創
期
の
皇
學
館
大
学
は
、
神
道
学
科
は
設
け
る
こ
と
な
く
、
国
文
学
、
国
史
学
の
二
学
科
を
通
し
て
神
道
を
研
究
し
教
育
す
る
と
い
う

教
学
の
樹
立
を
目
指
し
、
神
職
養
成
に
つ
い
て
は
「
神
職
課
程
」
を
設
け
、
神
社
本
庁
が
規
定
す
る
科
目
を
開
講
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
為
に
、
開
学
し
た
年
に
は
、
は
や
く
も
「
神
職
課
程
」
設
置
の
た
め
の
準
備
に
着
手
し
て
お
り
、
三
年
後
に
開
講
と
な
る
「
神

道
神
学
」
の
担
当
者
と
し
て
谷
先
生
が
内
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
神
職
課
程
設
置
の
準
備
と
神
道
を
基
盤
と
す
る
教
学
の
確
立
と
い
う
意
図
か
ら
、
延
喜
式
祝
詞
の
輪
読
と
合
わ
せ
て
研
究
発

表
を
行
う
神
道
研
究
会
と
い
う
勉
強
会
が
、
平
田
貫
一
学
長
を
始
め
と
す
る
学
内
教
員
に
よ
っ
て
、
開
学
の
年
の
十
月
頃
に
発
足
し
て
い
る
。

谷
先
生
は
延
喜
式
祝
詞
の
基
礎
研
究
を
担
当
さ
れ
る
と
と
も
に
、
十
二
月
に
「
神
道
学
の
発
生
」、
翌
年
六
月
に
は
「
神
道
神
学
の
問
題
点
」

と
い
う
発
表
を
さ
れ
、「
神
道
神
学
」
の
準
備
を
着
実
に
進
め
て
い
か
れ
る
。

ま
た
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
の
学
内
の
史
学
会
例
会
で
「
す
が
す
が
し
考
」
と
い
う
講
演
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
「
神
道
史
研
究
」
に
「「
す

が
す
が
し
」
考
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
谷
先
生
が
、
皇
學
館
に
赴
任
さ
れ
て
神
道
に
つ

い
て
の
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
昭
和
三
十
三
年
に
「
式
年
遷
宮
の
意
義
」
を
発
表
後
の
四
年
間
の
「
論
文
空
白
期
」
を
経
て
、
論
文
の
発
表

を
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
論
考
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、「
退
職
記
念
講
義
」
（
18
）

で
、
次
の
よ
う
に
回
顧

さ
れ
て
い
る
。
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私
は
、
伊
勢
に
赴
任
す
る
ま
で
も
神
道
の
研
究
に
た
づ
さ
わ
つ
て
お
り
、
そ
の
点
を
い
さ
ゝ
か
認
め
て
い
た
ゞ
い
て
、
皇
學
館
大
学

に
お
招
き
下
さ
つ
た
の
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
神
宮
の
お
そ
ば
の
大
学
に
来
て
、
私
は
、
は
つ
き
り
言
つ
て
、
神
道
に
つ
い
て
何
も
知
ら

な
か
つ
た
と
い
ふ
こ
と
を
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。
伊
勢
に
来
て
、
私
の
神
道
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

格
段
に
深
く
な
り
え
た
と
思
ひ
ま
す
。
一
か
ら
勉
強
し
直
し
た
い
と
思
つ
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
先
ず
「
す
が
す
が
し
考
」
と
い

ふ
論
文
を
書
き
、
そ
れ
を
新
し
い
出
発
点
と
な
し
え
た
こ
と
は
、
私
に
と
つ
て
、
実
に
意
味
の
大
き
な
こ
と
で
あ
つ
た
思
ひ
ま
す
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
私
に
と
つ
て
、
実
に
意
味
の
大
き
な
こ
と
で
あ
つ
た
思
ひ
ま
す
」
に
つ
い
て
は
、「
皇
學
館
大
学
と
私
の
神

道
研
究
」
（
19
）

の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

〝
す
が
す
が
し
〟
と
い
ふ
言
葉
を
、
論
文
の
副
題
に
「
神
道
的
境
地
の
表
現
」
と
あ
り
ま
す
や
う
に
、〝
祓
（
は
ら
へ
）〟
に
よ
つ
て
現

前
す
る
清
浄
の
境
地
の
体
験
を
表
出
し
た
も
の
と
し
て
、古
典
の
中
か
ら
採
り
だ
し
て
究
明
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、そ
の〝
祓
〟

と
い
ふ
問
題
が
、
私
の
そ
の
後
の
研
究
の
一
つ
核
と
な
つ
た
と
思
ふ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

と
、「
祓
」
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
神
道
の
本
質
に
迫
り
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す

で
に
見
た
よ
う
に
、「
出
雲
の
こ
こ
ろ
」
と
「
生
活
の
中
の
神
道
」
の
連
載
の
初
回
が
と
も
に
、「
す
が
す
が
し
」
と
深
く
関
わ
る
内
容
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
も
、
論
文
「「
す
が
す
が
し
」
考
」
執
筆
以
前
か
ら
、「
す
が
す
が
し
」
に
表
さ
れ
る
心
情
に
注
目
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
論
文
「「
す
が
す
が
し
」
考
」
が
「
あ
た
ら
し
い
出
発
点
と
な
し
え
た
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
神
道
原
論
』
の
「
自

序
」
で
、
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古
典
に
即
し
て
神
道
的
境
地
を
掘
り
下
げ
た
も
の
と
し
て
、
私
に
と
つ
て
は
、
一
つ
の
前
進
を
こ
ゝ
ろ
み
た
記
念
す
べ
き
論
文
で

あ
っ
た
。

と
、
「
神
道
的
境
地
を
掘
り
下
げ
た
も
の
と
し
て
」「
前
進
を
こ
ゝ
ろ
み
た
」
と
、
先
生
自
身
も
強
い
印
象
で
も
っ
て
振
り
返
ら
れ
て
い
る
。

七

本
稿
で
言
う
谷
先
生
の
「
論
文
空
白
期
」
す
な
わ
ち
「
評
論
連
載
期
」
と
な
る
直
前
の
昭
和
三
十
二
年
四
月
に
発
表
さ
れ
た
評
論
の
「
辛

苦
の
二
字
」
（
20
）

で
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
で
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
上
か
ら
追
い
や
ら
れ
た
時
、「
辛
苦
」
し
な
が
ら
出
雲
の
国
に
下
ら

れ
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
尾
か
ら
出
た
剣
を
天
上
に
献
じ
、
出
雲
の
清
地
（
す
が
）
で
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
と
結
婚
さ
れ
、「
わ
が
心
、
清
々
し
」

と
の
言
挙
げ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

持
つ
て
生
ま
れ
た
、
あ
ら
が
ね
の
御
性
質
は
、
こ
の
辛
苦
の
体
験
に
よ
つ
て
、
日
に
鍛
へ
、
月
に
練
り
、
つ
ひ
に
そ
の
気
象
を
変
化

し
て
、
宝
剣
出
現
の
大
功
を
た
て
る
と
と
も
に
、
清
々
の
境
地
に
行
き
つ
か
れ
た
。
松
岡
雄
淵
の
門
に
学
ん
だ
谷
川
士
清
は
、
日
本
書

紀
通
証
の
な
か
で
「
そ
れ
困
難
辛
苦
、
つ
ぶ
さ
に
こ
れ
嘗
め
ず
ん
ば
、
す
な
は
ち
清
々
の
地
、
あ
に
そ
れ
期
す
べ
け
ん
や
。」
と
註
し

て
ゐ
る
。

土
が
し
ま
る
ほ
ど
の
「
辛
苦
」
が
「
つ
つ
し
み
」
で
あ
り
、「
敬
」
に
通
じ
る
と
い
う
垂
加
神
道
の
解
釈
を
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
。
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朱
子
、
す
な
は
ち
宋
の
朱
熹
は
、
道
徳
実
現
の
根
本
態
度
と
し
て
、「
敬
」
と
い
ふ
こ
と
を
し
き
り
に
説
い
て
ゐ
る
が
、
闇
斎
は
、

そ
の
敬
を
と
つ
て
、「
つ
ゝ
し
み
」
と
読
み
、
そ
れ
を
、
神
道
に
お
け
る
、
人
々
の
心
が
ま
え
の
基
本
と
置
い
た
。「
つ
ゝ
し
み
」
は
、

す
な
わ
ち
「
つ
ち
し
ま
る
（
土
、
締
ま
る
）」
な
の
で
あ
る
。

神
道
の
方
で
、
つ
ゝ
し
み
と
い
ふ
こ
と
の
、
形
式
に
あ
ら
は
れ
た
、
一
番
大
切
な
も
の
の
ひ
と
つ
は
、
は
ら
へ
（
祓
）
で
あ
る
が
、（
若

林
）
強
斎
は
、
中
臣
祓
を
講
じ
た
と
き
、「
惰
弱
で
祓
は
る
ゝ
も
の
で
は
な
い
」
と
断
言
し
た
。
中
臣
祓
の
な
か
に
、「
さ
く
な
だ
り
に
、

お
ち
た
ぎ
つ
、
早
川
の
瀬
」
と
い
ふ
言
葉
が
あ
つ
て
、
流
れ
の
は
げ
し
く
落
ち
た
ぎ
る
も
の
を
言
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
急
湍
飛
流

白
滝
の
や
う
な
気
象
で
祓
は
な
け
れ
ば
、
う
じ
つ
い
た
、
ぬ
ら
り
と
し
た
気
象
で
は
、
祓
つ
て
も
何
で
も
な
い
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

つ
つ
し
み
が
形
式
に
あ
ら
わ
れ
た
「
一
番
大
切
な
も
の
の
ひ
と
つ
は
、
は
ら
へ
（
祓
）」
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
土
が
締
ま
る
ほ
ど
の
「
辛

苦
」
が
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
垂
加
神
道
の
教
え
を
強
調
さ
れ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
の
連
載
の
評
論
で
あ
る
「
出

雲
の
こ
こ
ろ
」
と
「
生
活
の
な
か
の
神
道
」
の
初
回
は
と
も
に
、「
す
が
す
が
し
」
と
関
連
す
る
内
容
で
あ
っ
た
の
は
、
谷
先
生
の
立
脚
点

が
自
ず
と
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
皇
學
館
大
学
に
赴
任
後
の
最
初
の
論
文
で
、「
す
が
す
が
し
」
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
伊
勢
で
「
す
が
す
が
し
い
」
神
宮

を
日
々
拝
す
る
な
か
、「〝
祓
〟
と
い
ふ
問
題
が
、
私
の
そ
の
後
の
研
究
の
一
つ
核
と
な
つ
た
」
と
「
皇
學
館
大
学
と
私
の
神
道
研
究
」
（
21
）

で
振

り
返
ら
れ
た
よ
う
に
、
祓
が
も
た
ら
す
「
す
が
す
が
し
」
と
い
う
境
地
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
で
、
神
道
の
本
質
に
迫
り
得
る
と
考
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
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論
文
「「
す
が
す
が
し
」
考
」
の
、
冒
頭
は

雪
中
の
松
柏
、
寒
中
の
梅
、
元
旦
、
門
松
そ
し
て
日
の
丸
、
雨
上
が
り
の
若
葉
の
寺
（
中
略
）
発
信
直
前
の
人
間
魚
雷
回
天
の
乗
組
員
、

二
重
橋
を
わ
た
る
参
賀
の
人
々
、
深
い
森
の
中
に
明
か
る
く
輝
く
玉
じ
や
り
と
社
殿
…
…
。
あ
そ
こ
に
も
、
こ
こ
に
も
、
ス
ガ
ス
ガ
シ

イ
も
の
が
み
ち
わ
た
つ
て
ゐ
る
。

と
あ
り
、
我
々
日
本
人
が
「
す
が
す
が
し
い
」
と
感
じ
る
も
の
を
挙
げ
、
①
記
紀
の
ス
サ
ノ
ヲ
ミ
コ
ト
の
「
す
が
す
が
し
」
と
い
う
言
挙
げ

に
つ
い
て
触
れ
た
の
ち
、
②
播
磨
国
風
土
記
、
出
雲
国
風
土
記
、
常
陸
国
風
土
記
な
ど
の
用
例
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
③
古
事
記
を
英
訳
し

た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
「
す
が
す
が
し
」
に
当
て
た
英
語
訳
、
そ
し
て
④
源
氏
物
語
で
用
い
ら
れ
た
「
す
が
す
が
し
」
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
論
文
以
前
に
発
表
さ
れ
た
連
載
評
論
「
出
雲
の
こ
こ
ろ
」
第
二
回
「
す
が
す
が
し
」（
昭
和
三
十
三
年
九
月
）
で
は
、
雪
中
の
松
柏
、

寒
中
の
梅
以
下
と
と
も
に
、
①
記
紀
、
②
風
土
記
、
③
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
古
事
記
、
④
源
氏
物
語
に
見
ら
れ
る
「
す
が
す
が
し
い
」
を

紹
介
し
て
お
り
、
論
文
「
す
が
す
が
し
考
」
の
先
行
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
出
雲
の
こ
こ
ろ
」
の
な
か
の
「
す
が
す
が
し
」
は
、
千
二
百
字
程
度
の
評
論
で
あ
る
が
、「「
す
が
す
が
し
」
考
」
は
、
そ
の
十
倍
以
上

の
一
万
五
千
字
の
論
文
で
あ
る
。
皇
學
館
大
学
に
着
任
さ
れ
、
神
道
が
本
来
的
に
持
っ
て
い
る
「
す
が
す
が
し
」
を
、
神
宮
に
て
深
く
実
感

さ
れ
た
こ
と
で
、
神
道
へ
の
理
解
が
「
格
段
に
深
く
」
な
ら
れ
、
評
論
「
す
が
す
が
し
」
を
基
本
に
し
て
、
取
り
組
ま
れ
た
の
が
論
文
「「
す

が
す
が
し
」
考
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
「「
す
が
す
が
し
」
考
」
の
最
後
は
、
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（
乙
）
だ
が
、
日
本
人
に
と
つ
て
、
古
来
あ
の
ス
ガ
ス
ガ
シ
イ
境
地
は
、
日
常
に
お
け
る
た
え
ざ
る
期
待
で
あ
り
、
忘
れ
が
た
い
あ
こ

が
れ
で
あ
り
、
求
め
て
や
ま
な
い
理
想
で
あ
つ
た
。
速
須
佐
之
男
命
が
、「
我
が
御
心
ス
ガ
ス
ガ
シ
」
と
言
あ
げ
さ
れ
た
と
い
ふ

神
話
の
意
義
は
、
実
に
深
い
の
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
段
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
甲
）
生
ま
れ
変
つ
た
気
持
ち
で
出
直
し
た
い
、
と
は
日
本
人
の
好
ん
で
使
ふ
こ
と
ば
で
あ
る
。
言
ひ
か
へ
れ
ば
、
ス
ガ
ス
ガ
シ
イ
と

こ
ろ
に
立
ち
か
へ
つ
て
、
さ
は
や
か
な
新
し
い
気
持
で
出
直
し
た
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
仏
教
の
輪
廻
と
は
ち
が

ふ
、
独
自
の
論
理
の
伝
承
が
あ
る
。
も
と
よ
り
、
い
か
な
る
日
本
人
で
も
、
つ
ね
に
生
れ
変
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
同
時

に
、
祓
へ
や
禊
ぎ
が
、
古
儀
の
ま
ゝ
に
素
朴
に
厳
粛
に
伝
へ
ら
れ
る
。
生
れ
変
り
が
真
実
の
も
の
と
な
り
う
る
た
め
に
は
、
敬
虔

な
信
仰
に
よ
り
、
ま
こ
と
を
こ
め
て
神
々
の
御
徳
を
仰
ぐ
、
き
び
し
い
体
験
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
垂
加
神
道
が
、
清
々

の
地
に
至
る
た
め
に
は
、
特
に
辛
苦
と
つ
ゝ
し
み
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
力
説
す
る
ゆ
ゑ
ん
は
、
そ
こ
に
あ
る
の
だ
と
言
ふ
べ

き
で
あ
る
。

と
、「
辛
苦
」
と
「
つ
つ
し
み
」
に
よ
っ
て
「
清
々
の
地
」
に
到
る
垂
加
神
道
の
教
え
を
、
こ
の
論
文
の
結
論
の
前
段
（
甲
）
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
評
論
「
す
が
す
が
し
」
の
結
末
を
、
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つ
ゝ
し
ん
で
祓
へ
を
受
け
、白
紙
を
取
り
し
で
た
榊
の
枝
を
さ
ゝ
げ
、ま
づ
し
い
心
で
祈
ろ
う
と
す
る
私
を
…
…「
懦
弱
で
祓
は
る
ゝ

も
の
で
は
な
い
」、
若
林
強
斎
は
、
鋭
く
、
は
げ
し
く
警
策
す
る
。

と
、「
祓
へ
」
を
「
辛
苦
」
で
以
っ
て
説
い
た
若
林
強
斎
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
て
お
り
、
論
文
「「
す
が
す
が
し
」
考
」
に
通
じ
る
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
論
文
「「
す
が
す
が
し
」
考
」
は
、
評
論
「
す
が
す
が
し
」
の
内
容
を
大
き
く
加
筆
し
、
よ
り
詳
細
と
な
っ
た
と
い
う
だ
け
の

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
谷
先
生
自
身
が
、「
私
に
と
っ
て
は
、
一
つ
の
前
進
を
こ
ゝ
ろ
み
た
記
念
す
べ
き
論
文
」
と
回
顧
さ
れ
た
よ
う
に
、

思
索
に
「
前
進
」
が
あ
り
、「
神
道
的
境
地
を
掘
り
下
げ
た
も
の
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

論
文
「「
す
が
す
が
し
」
考
」
の
巻
末
部
を
二
分
し
て
、
そ
の
前
段
を
（
甲
）、
結
末
を
（
乙
）
と
し
て
、
先
に
引
用
し
た
が
、
前
段
（
甲
）

の
最
後
と
結
末
（
乙
）
の
冒
頭
は
、「
だ
が
」
と
い
う
接
続
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、（
甲
）
で
の
垂
加
神
道
に
基
づ
く
「
清
々
の

地
」
の
理
会
と
は
や
や
異
な
る
視
点
か
ら
の
理
会
を
（
乙
）
の
結
末
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
だ
が
」
と
い
う
接
続
詞
が
用
い
ら

れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
論
考
に
よ
っ
て
「
一
つ
の
前
進
を
こ
ゝ
ろ
み
た
」
点
を
、（
乙
）
で
総
括
さ
れ
つ
つ
、
残

さ
れ
た
課
題
が
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
れ
た
表
現
を
と
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
「
前
進
を
こ
ゝ
ろ
み
た
」
と
の
点
は
、
論
文
「「
す
が
す
が
し
」
考
」
の
な
か
で
「
ス
ガ
ス
ガ
シ
」
の
も
つ
は
た
ら
き
に
、
次
の
よ

う
に
、「
い
の
ち
の
よ
み
が
え
り
」、「
生
命
の
若
が
え
り
」
が
あ
る
こ
と
を
見
出
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
泉
と
か
井
と
か
、
そ
し
て
水
と
い
ふ
も
の
は
、
二
つ
の
は
た
ら
き
を
期
待
せ
し
め
る
。
一
つ
は
、
き
た
な
き
も
の
の
除

去
で
あ
り
、
一
つ
は
い
の
ち
の
よ
み
が
へ
り
で
あ
る
。
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記
紀
、
風
土
記
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
、「
ス
ガ
」
の
説
話
ま
た
は
「
ス
ガ
ス
ガ
シ
」
の
神
話
は
、
泉
や
井
泉
を
得
る
伝
承
で
あ
る
と
と
も

に
祓
の
神
話
の
終
着
点
を
語
る
も
の
で
あ
る
と
の
推
論
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

祓
と
い
ひ
、
泉
と
い
ふ
も
、
そ
の
神
道
的
論
理
は
、
全
く
一
つ
で
あ
る
と
言
つ
て
よ
い
。
一
点
の
け
が
れ
も
と
ゞ
め
な
い
明
浄
正
直

の
境
地
、
し
か
も
、
そ
こ
に
は
無
限
の
元
気
が
動
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
、
そ
の
境
地
の
体
験
、
そ
れ
を
こ
と
ば
に
表
し
た
の
が
、
ス
ガ
ス

ガ
シ
で
あ
ろ
う
。

神
道
的
信
仰
の
上
か
ら
も
、
ス
ガ
ス
ガ
シ
と
い
ふ
境
地
は
、
二
つ
の
面
か
ら
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
は
ち
そ
の
一

つ
は
、
そ
れ
が
祓
に
よ
つ
て
到
達
す
べ
き
境
地
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
泉
に
よ
る
生
命
の
若
が

へ
り
が
そ
こ
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

垂
加
神
道
の
若
林
強
斎
の
『
神
道
大
意
』
（
22
）

で
、
水
も
火
も
、
木
に
も
草
に
も
い
の
ち
が
あ
り
、
不
可
思
議
に
し
て
神
秘
な
は
た
ら
き
の
一

つ
一
つ
に
い
の
ち
を
見
出
す
の
が
神
道
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
を
受
け
、
論
文
「
す
が
す
が
し
考
」
で
は
、
神
道
の
生
命
観
に
つ
い
て
さ
ら

に
深
め
ら
れ
、「
祓
へ
」
に
は
浄
化
と
と
も
に
、「
い
の
ち
の
よ
み
が
え
り
」
に
象
徴
さ
れ
る
無
限
の
元
気
を
も
た
ら
す
力
が
あ
る
と
指
摘
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

さ
き
に
引
用
し
た
（
乙
）
の
最
後
に
、「
速
須
佐
之
男
命
が
、「
我
が
御
心
ス
ガ
ス
ガ
シ
」
と
言
挙
げ
さ
れ
た
と
い
う
神
話
の
意
義
は
、
実

に
深
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
引
用
さ
れ
た
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
の
次
の
見
解
を
踏
ま
え
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
、
来
此
地
と
、
其
地
に
係
て
云
る
は
、
此
地
に
又
深
き
所
以
あ
る
べ
し
、
そ
は
凡
心
に
は
測
が
た
し
、
そ
も
そ
も
此
地
は
、
櫛

名
田
比
売
に
御
婚
坐
て
、
其
生
の
御
子
孫
、
天
下
に
大
な
る
功
績
を
立
給
ふ
べ
き
始
め
の
地
な
れ
ば
、
此
処
に
来
坐
て
、
御
心
す
が
〳
〵

し
く
お
ぼ
し
け
む
も
、
宜
に
ざ
り
け
る
。

「
ス
ガ
」
の
地
で
の
言
挙
げ
を
、
宣
長
の
「
凡
心
に
は
測
が
た
し
」
を
引
用
し
、「
神
話
の
意
義
は
、
実
に
深
い
」
と
さ
れ
、
先
生
が
今
後

深
め
て
い
く
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
強
く
意
識
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

八

皇
學
館
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
最
初
の
論
考
で
、「
祓
へ
」
に
よ
る
「
ス
ガ
ス
ガ
シ
」
に
よ
っ
て
、「
い
の
ち
の
よ
み
が
え
り
」
が
も
た
ら
さ

れ
る
と
い
う
、
神
道
の
持
つ
生
命
観
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
七
年
後
の
「
神
道
に
お
け
る
「
い
の
ち
」
―
特
に
そ
の

連
続
性
に
つ
い
て
―
」
（
23
）

に
お
い
て
、「
い
の
ち
の
よ
み
が
え
り
」
は
、「
神
道
の
「
い
の
ち
」
の
信
仰
の
中
に
あ
る
、
連
続
性
の
思
想
」
（
24
）

へ
の

展
開
が
み
ら
れ
る
と
、
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
点
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
谷
先
生
は
西
洋
の
思
想
に
も
深
く
関
心
を
寄
せ
て
お
ら
れ
た
点
を
、
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す

で
に
「「
す
が
す
が
し
」
考
」
の
前
年
に
は
、
評
論
「
ル
ソ
ー
の
予
感
」
（
25
）

を
発
表
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
的
な
源
流
で
あ
る
ル
ソ
ー

の
代
表
的
な
著
書
『
社
会
契
約
論
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。

契
約
と
い
ふ
以
上
、
そ
こ
に
は
対
立
が
前
提
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
社
会
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
は
契
約
で
あ
る
と
い
ふ
。
一
貫
し
た
い
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の
ち
に
基
盤
を
置
き
、
敬
愛
・
信
義
・
感
恩
に
よ
つ
て
支
へ
ら
れ
る
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
道
徳
意
識
と
で
は
、
立
脚
点
に
根
本
の
違
ひ

が
あ
る
。

ル
ソ
ー
の
思
想
と
は
異
な
り
、
日
本
で
は
社
会
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
は
、「
一
貫
し
た
い
の
ち
」
へ
の
信
頼
で
あ
る
、
と
の
指
摘
で

あ
る
。「
一
貫
し
た
い
の
ち
」
と
い
う
の
は
、
我
々
の
い
の
ち
の
本
質
は
神
々
に
つ
な
が
る
神
聖
な
も
の
で
、
若
林
強
斎
が
『
神
道
大
意
』

の
な
か
で
、
い
の
ち
は
「
天
の
神
の
賜
物
を
い
た
だ
き
切
っ
て
、
敬
み
守
る
事
也
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

「
一
貫
し
た
い
の
ち
」
と
は
、
先
祖
代
々
の
「
い
の
ち
」
を
受
け
た
も
の
と
し
て
、「
神
道
に
お
け
る
「
い
の
ち
」」
の
な
か
で
、
神
話
で

の
「
生
む
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

古
典
に
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
日
本
の
神
話
自
体
が
、「
い
の
ち
」の
連
続
性
の
思
想
を
基
調
に
し
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、「
生

む
」
と
い
ふ
こ
と
が
、
神
話
の
根
本
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、「
生
む
」
は
た
ら
き
が
神
代
史
を
展
開
せ
し
め
る
基
本
的
な
力
と
な
つ
て

ゐ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
は
た
ら
き
の
根
源
に
は
「
む
す
ひ
」
の
神
の
力
が
あ
る
。「
む
す
」
と
は
生
成
、「
ひ
」
は
神
秘

の
力
で
あ
る
。
し
か
う
し
て
、
そ
の
「
む
す
ひ
」
の
具
体
的
な
展
開
は
、
主
と
し
て
、「
生
ま
れ
た
」
も
の
の
「
生
む
」
は
た
ら
き
に

よ
る
の
で
あ
る
。

結
婚
に
よ
る
「
生
む
」
に
よ
っ
て
、
い
の
ち
の
広
が
り
、
つ
な
が
り
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
社
会
が
成
立
し
て
い
く
と
す
る
の
が
神

道
の
捉
え
方
で
あ
り
、
ル
ソ
ー
の
「
契
約
」
と
い
う
思
想
と
は
「
立
脚
点
に
根
本
の
違
い
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。

「
ル
ソ
ー
の
予
感
」
で
は
ル
ソ
ー
の
「
社
会
契
約
論
」、「
告
白
」、「
エ
ミ
ー
ル
」
と
プ
ラ
ト
ン
の
「
国
家
」
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
何
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れ
も
「
家
」
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、「
神
道
に
お
け
る
い
の
ち
」
で
は
、
神
道
的
思
惟
と
は
異
な
る
も
の
と

し
て
、
先
の
ル
ソ
ー
、
プ
ラ
ト
ン
を
は
じ
め
と
し
て
、
デ
カ
ル
ト
、
カ
ン
ト
の
思
想
は
「
歴
史
の
無
視
、
伝
統
へ
の
無
関
心
、
理
性
に
よ
る

道
徳
の
改
造
」
で
あ
り
、「
い
の
ち
を
つ
な
が
り
と
ひ
ろ
が
り
の
う
ち
に
見
よ
う
と
す
る
」
認
識
が
な
い
と
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
。

「
我
考
ふ
。
故
に
我
あ
り
。」
に
代
表
さ
れ
る
デ
カ
ル
ト
な
ど
の
西
洋
の
思
想
は
、「
我
」、「
人
間
」
が
孤
立
的
に
と
ら
え
ら
れ
、
人
と
人

の
「
間
が
ら
」
と
い
う
こ
と
へ
の
認
識
は
低
い
が
、
神
道
の
持
つ
「
い
の
ち
」
の
連
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
神
道
の
結
婚
観
を
、
次
の
よ
う

に
示
さ
れ
る
。

性
と
い
ふ
も
の
は
、
神
秘
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
性
の
結
合
、
そ
れ
は
神
聖
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
つ
の
「
い
の
ち
」
が
一

つ
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
二
つ
の
「
い
の
ち
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
悠
久
の
「
い
の
ち
」
の
伝
承
が
あ
る
。
父
母
の
「
い

の
ち
」、
祖
父
母
の
「
い
の
ち
」、
祖
先
の
「
い
の
ち
」、
そ
し
て
神
々
に
通
ふ
「
い
の
ち
」
が
そ
こ
に
存
在
す
る
。

こ
の
二
つ
の
「
い
の
ち
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
先
祖
代
々
の
「
い
の
ち
」
を
う
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ひ
ろ
が
り
を
持
つ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
ひ
ろ
が
り
の
中
で
、
二
つ
の
「
い
の
ち
」
の
系
譜
は
、
ま
た
連
続
し
あ
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
さ
う
い
ふ
「
い
の
ち
」

の
二
つ
が
ひ
き
合
つ
て
結
合
し
、
そ
こ
に
新
し
い
「
い
の
ち
」
を
誕
生
せ
し
め
る
の
が
、
結
婚
で
あ
る
。
無
限
の
ひ
ろ
が
り
は
、
こ
の

と
き
一
つ
に
集
中
し
、
ま
た
無
限
に
ひ
ろ
が
つ
て
ゆ
か
う
と
す
る
。

そ
し
て
、
結
婚
に
よ
る
「
い
の
ち
」
の
無
限
の
ひ
ろ
が
り
は
、
そ
の
信
仰
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
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一
家
々
々
の
祖
霊
の
祭
祀
と
な
り
、
一
族
・
一
町
・
一
村
の
氏
神
・
産
土
神
の
祭
祀
と
な
り
、
ま
た
多
く
の
神
々
の
、
そ
し
て
神
宮

を
大
御
親
と
仰
ぐ
国
家
的
信
仰
ま
で
結
晶
し
て
ゆ
く
。

と
い
う
よ
う
に
、
神
道
の
「
い
の
ち
」
の
連
続
性
は
、
国
家
的
信
仰
に
ま
で
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
つ
な
が
り
と
ひ
ろ
が
り

が
歴
史
と
な
り
、
さ
ら
に
は
倫
理
と
し
て
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

一
つ
一
つ
の
「
い
の
ち
」
の
個
性
の
上
で
は
、
そ
れ
ら
は
一
つ
の
も
の
と
し
て
重
な
り
あ
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
歴
史
性
と

倫
理
性
と
は
、
歴
史
や
倫
理
に
対
し
て
む
し
ろ
対
決
的
姿
勢
を
本
来
と
す
る
信
仰
の
少
く
な
い
中
で
、
伝
統
的
性
格
・
公
共
的
性
格
を
、

神
道
に
お
い
て
特
に
き
は
立
た
せ
る
大
き
な
理
由
と
な
つ
て
ゐ
る
。

「
神
道
に
お
け
る
「
い
の
ち
」」
は
、
後
に
二
節
分
が
追
加
さ
れ
た
う
え
で
、『
神
道
原
論
』
の
後
篇
第
三
章
「
い
の
ち
」
と
い
う
同
書
の

最
後
の
章
と
な
っ
て
い
る
。「
祓
へ
」
が
も
た
ら
す
「
す
が
す
が
し
」
と
、
神
道
の
持
つ
「
い
の
ち
」
の
連
続
性
は
、
谷
先
生
の
「
神
道
神
学
」

の
柱
を
な
す
も
の
な
の
で
あ
る
（
26
）。

九

『
神
道
原
論
』
序
説
第
一
章
「
神
道
の
課
題
」
の
「
一
、
神
道
と
神
道
指
令
」
で
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
十
五
日
の
「
神
道
指
令
」
は
、

明
治
以
降
の
神
道
体
制
を
打
破
し
た
も
の
と
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
高
官
の
発
言
に
対
し
て
、「
建
国
以
来
の
神
道
の
あ
り
方
、
言
い
か
え
れ
ば
、
日

谷
省
吾
先
生
『
神
道
原
論
』
の
成
立
（
秦
）

― 471 ―



本
立
国
の
精
神
的
基
盤
を
、
根
本
か
ら
否
定
し
た
」
も
の
と
し
て
強
く
否
定
さ
れ
る
。

続
い
て
、「
二
、
神
道
の
苦
悩
と
努
力
」
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
体
制
の
も
と
で
神
道
を
護
る
た
め
に
神
社
本
庁
が
昭
和
二
十
一
年
二
月

に
結
成
さ
れ
、「
神
道
指
令
」
に
よ
っ
て
神
宮
皇
學
館
大
学
が
廃
学
と
な
っ
た
こ
と
で
、
神
道
を
研
究
・
教
育
す
る
唯
一
の
大
学
と
な
っ
た

國
學
院
大
學
を
中
心
と
し
て
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
に
神
道
宗
教
学
会
の
発
足
を
み
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
。

『
神
道
宗
教
』
創
刊
号
の
折
口
信
夫
の
「
発
刊
の
こ
と
ば
」
に
「
目
下
在
来
の
倫
理
神
道
と
別
れ
て
、
宗
教
神
道
の
地
固
め
に
勤
し

ん
で
ゐ
る
我
々
の
作
業
は
、
記
念
す
べ
き
労
苦
と
し
て
、
必
後
世
か
ら
は
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
せ
う
」
と
あ
る
。（
中
略
）

こ
の
創
刊
号
に
、
宇
野
円
空
・
小
口
偉
一
・
堀
一
郎
の
論
稿
、
し
か
も
研
究
法
に
関
す
る
も
の
を
並
べ
た
の
は
、
き
は
め
て
印
象
的

で
あ
り
、
ま
た
実
際
に
、
す
こ
ぶ
る
意
図
的
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。
す
な
は
ち
、
折
口
の
言
う
「
宗
教
神
道
の
地
固
め
」
と
は
、
学

問
の
分
野
で
具
体
的
に
言
へ
ば
、
宗
教
学
と
民
俗
学
と
を
採
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
つ
た
。

な
か
で
も
、
折
口
信
夫
の
「
在
来
の
倫
理
神
道
と
別
れ
て
、
宗
教
神
道
の
地
固
め
」
に
つ
い
て
は
、
谷
先
生
は
「
伝
統
は
改
変
し
て
よ
い

の
か
」
の
な
か
で
、
折
口
の
「
民
族
教
よ
り
人
類
教
へ
」
に
触
れ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

倫
理
神
道
か
ら
宗
教
神
道
へ
と
か
、
民
族
教
よ
り
人
類
教
へ
と
か
言
は
れ
る
と
き
、
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
神
道
が
真
の
宗
教

と
な
ら
な
か
つ
た
の
は
多
く
の
障
壁
が
あ
つ
た
か
ら
だ
と
し
て
、
特
に
「
我
々
自
身
が
神
道
を
宗
教
と
し
て
認
め
な
か
つ
た
」
と
い
ふ

点
と
共
に
、「
神
道
と
宮
廷
と
の
関
係
非
常
に
強
か
つ
た
」
点
を
指
摘
さ
れ
る
と
き
、
私
は
ど
う
し
て
も
、
氏
の
悲
願
に
同
感
し
え
な

い
の
を
遺
憾
と
す
る
。
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「
神
道
に
お
け
る
「
い
の
ち
」」
で
、「
神
宮
を
大
御
親
と
仰
ぐ
国
家
的
信
仰
」
と
い
う
「
伝
統
的
性
格
・
公
共
的
性
格
」
は
、
神
道
を
特

に
き
わ
立
た
せ
る
特
色
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
先
の
「
伝
統
は
改
変
し
て
よ
い
の
か
」
で
、
折
口
論
文
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
異
論
を

呈
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

宗
教
的
心
情
と
倫
理
的
心
情
、
宗
教
と
国
家
を
、
截
然
と
区
別
す
る
の
は
、
西
洋
近
代
の
立
場
で
あ
る
。
そ
の
立
場
は
、
西
洋
史
の

血
み
ど
ろ
の
現
実
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
や
や
も
す
れ
ば
無
条
件
の
前
提
と
な
り
や
す
い
。
だ
が
、
む
し
ろ
そ
の
立
場

と
の
真
剣
な
対
決
こ
そ
、
神
道
の
直
面
す
る
課
題
の
一
つ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
折
口
氏
の
「
宗
教
神
道
」
の
主
張
の
う
ら
に
は
、
国
学

以
来
の
儒
教
批
判
の
伝
統
的
心
情
が
流
れ
て
ゐ
る
の
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
く
り
か
へ
し
て
い
ふ
な
ら
ば
、
あ
ま
り
に
も
そ
の
趣

旨
は
楽
天
的
で
あ
る
。

こ
の
引
用
箇
所
は
、『
神
道
原
論
』
の
序
説
で
あ
る
「
神
道
の
課
題
」
で
も
ほ
ぼ
同
じ
文
章
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
神

道
の
課
題
」
は
、「
伝
統
は
改
変
し
て
よ
い
の
か
」
の
問
題
意
識
を
も
と
に
、
新
た
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
の
歴
史
の
な
か
に
倫
理
を
見
出
す
視
点
が
、
谷
先
生
の
「
神
道
神
学
」
で
あ
る
。
先
生
は
垂
加
神
道
や
国
学
を
基
軸
に
し
て
、
哲

学
的
な
思
索
を
め
ぐ
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
か
ら
神
道
的
な
心
情
を
見
出
さ
れ
、
連
載
の
評
論
「
生
活
の
中

の
神
道
」
で
、
折
口
氏
の
民
俗
学
と
は
異
な
る
関
心
か
ら
、
伝
統
に
立
脚
し
た
生
活
心
情
を
分
析
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
神
道
の
課
題
」
の
な
か
の
「
三
、
現
代
神
道
の
課
題
」
で
、
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神
道
は
、
教
祖
と
バ
イ
ブ
ル
を
ド
グ
マ
と
を
持
た
ぬ
が
故
に
、
容
易
に
近
代
化
・
現
代
化
ま
た
は
「
宗
教
化
」
が
考
へ
ら
れ
よ
う
と

す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
現
代
の
ま
つ
た
ゞ
中
に
生
き
て
ゐ
る
。
そ
の
故
に
わ
れ
わ
れ
は
苦
悩
す
る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
課
題
は
、
日

本
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
ふ
や
う
な
名
の
も
と
に
、
神
道
な
い
し
は
神
道
的
思
想
を
、
ど
の
よ
う
に
う
ま
く
解
釈
し
、
説
明
し
よ
う
か

と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。

と
、
谷
先
生
の
「
神
道
神
学
」
の
拠
っ
て
立
つ
立
場
を
明
確
に
示
さ
れ
、『
神
道
原
論
』
序
説
で
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
問
題
意
識
は
、
同
書

を
貫
く
視
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
論
の
冒
頭
部
で
確
認
し
た
よ
う
に
、『
神
道
原
論
』
を
構
成
す
る
基
本
と
な
っ
た
論
考
の
う
ち
、
最
も
早
い
も
の
は
「「
す
が
す
が
し
」

考
」
で
あ
り
、
次
は
垂
加
神
道
に
関
わ
る
「
日
之
少
宮
の
伝
の
論
理
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
番
目
と
な
る
の
が
「
伝
統
は
改
変
し
て
よ
い

の
か
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
そ
の
後
の
六
編
の
論
考
が
『
神
道
原
論
』
を
構
成
す
る
論
文
と
な
っ
て
い
る
。「
伝
統
は
改
変
し
て

よ
い
の
か
」
以
後
の
六
編
の
論
考
で
は
、
教
祖
、
バ
イ
ブ
ル
、
ド
グ
マ
を
持
た
な
い
神
道
の
苦
悩
と
常
に
向
き
合
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

十

「「
す
が
す
が
し
」
考
」
の
巻
末
に
お
い
て
、
谷
先
生
は
「
神
話
の
意
義
は
、
実
に
深
い
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
宣
長
の

「
凡
心
に
は
測
が
た
し
」
と
す
る
『
古
事
記
伝
』
の
箇
所
を
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
ク
シ
イ
ナ
ダ
姫
と
結
婚
す

る
須
賀
の
地
に
つ
い
て
、
宣
長
は
「
其
生
の
御
子
孫
、
天
下
に
大
な
る
功
績
を
立
給
ふ
べ
き
始
め
の
地
」
と
「
神
道
神
学
」
に
通
じ
る
理
会

を
示
し
て
い
る
。
垂
加
神
道
で
は
、
そ
の
地
で
の
「
わ
が
御
心
、
す
が
す
が
し
」
と
の
言
挙
げ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、「
辛
苦
」
と
関
連
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さ
せ
、
倫
理
的
、
さ
ら
に
は
求
道
的
と
も
言
え
る
解
釈
へ
と
深
め
て
お
り
、
谷
先
生
は
深
い
影
響
を
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

結
婚
は
新
し
い
い
の
ち
の
誕
生
を
導
き
、
そ
れ
は
生
命
の
よ
み
が
え
り
で
あ
り
、
い
の
ち
の
無
限
の
広
が
り
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
か

ら
、
そ
れ
が
神
道
の
も
つ
国
家
性
、
公
共
性
を
支
え
る
も
の
と
な
る
こ
と
に
、
谷
先
生
は
着
目
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。『
神
道
原
論
』
を
構

成
す
る
論
文
の
な
か
で
、
最
初
に
位
置
す
る
「
す
が
す
が
し
考
」
で
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
を
、
同
書
の
各
章
の
基
本
と
な
る
論
考
で
も
っ

て
、
神
道
の
国
家
性
、
公
共
性
を
論
証
し
、
そ
れ
ら
を
受
け
て
、「
神
道
に
お
け
る
「
い
の
ち
」」
を
も
と
に
加
筆
さ
れ
た
最
終
章
「
い
の
ち
」

で
、
ド
グ
マ
を
排
し
て
、
古
典
、
歴
史
に
基
づ
く
神
道
の
倫
理
性
を
確
信
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
27
）。

註
（
1
）
皇
學
館
大
学
出
版
部
・
昭
和
四
十
六
年
六
月
刊
。

（
2
）
平
成
七
年
七
月
三
十
日
『
谷
省
吾
先
生
退
職
記
念
神
道
学
論
文
集
』
献
呈
式
で
の
謝
辞
。

『
神
道
・
自
然
・
皇
學
館
』（
谷
省
吾
先
生
退
職
記
念
神
道
学
論
文
集
編
集
委
員
会
・
平
成
八
年
四
月
刊
）
に
「
皇
學
館
大
学
で
の
私
の
神
道
研
究
」

と
し
て
収
録
。

『
神
道

そ
の
探
求
へ
の
歩
み
』（
国
書
刊
行
会
・
平
成
九
年
六
月
刊
）
に
「
皇
學
館
大
学
と
私
の
神
道
研
究
」
と
改
題
の
上
収
録
。

（
3
）
國
學
院
大
學
で
「
神
道
神
学
」
を
担
当
さ
れ
た
小
野
祖
教
博
士
、
安
津
素
彦
博
士
は
、
と
も
に
同
大
道
義
学
科
の
出
身
で
あ
り
、
戦
前
期
よ
り
國
學

院
大
學
等
で
神
道
学
の
研
究
に
専
門
的
に
あ
た
ら
れ
た
研
究
者
で
あ
る
。
谷
先
生
は
、
大
学
で
は
国
史
学
を
専
攻
さ
れ
、
思
想
史
を
基
盤
に
し
つ
つ
神

道
の
探
求
を
深
め
ら
れ
た
。

（
4
）
前
掲
（
2
）。

（
5
）『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』（
国
書
刊
行
会
・
平
成
十
三
年
五
月
刊
）
自
序
。
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（
6
）
平
成
六
年
一
月
二
十
日

退
職
記
念
講
義
。

「
思
想
史
の
探
究
」「
皇
學
館
論
叢
」
二
十
七
の
一

平
成
六
年
二
月
。

『
思
想
史
の
探
究
』（
皇
學
館
大
学
講
演
叢
書
第
七
十
四
輯

平
成
六
年
三
月
刊
）。

『
神
道

そ
の
探
求
へ
の
歩
み
』（
国
書
刊
行
会
・
平
成
九
年
六
月
刊
）
に
「
私
の
立
場
と
方
法
」
と
し
て
所
収
。

（
7
）
同
右
。

（
8
）
当
時
の
国
学
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
、
三
枝
康
高
『
国
学
の
運
動
』（
風
間
書
房
・
昭
和
四
十
一
年
二
月
刊
）
の
「
あ
と
が
き
」
に
「「
敗
戦
の
日
を

迎
え
て
（
中
略
）
古
典
を
顧
み
る
も
の
と
て
な
く
、
い
わ
ん
や
国
学
の
ご
と
き
も
の
は
ま
っ
た
く
捨
て
ら
れ
、
忘
れ
ら
れ
て
、
学
界
も
ま
た
混
乱
と
頽

廃
の
渦
中
に
あ
っ
た
。」
と
記
し
て
い
る
。

（
9
）
私
家
版
。

（
10
）
前
掲
（
6
）
に
同
じ
。

（
11
）「
学
問
に
お
け
る
完
成
と
未
完
成
」「
日
本
」
昭
和
六
十
二
年
八
月
号
。『
門
松
に
祈
る
』（
古
川
書
店
・
平
成
元
年
四
月
刊
）
に
所
収
。

（
12
）
同
右
。

（
13
）
初
版
（
日
本
教
育
協
議
会
・
昭
和
三
十
七
年
四
月
刊
）。

増
訂
再
版
（
皇
學
館
大
学
出
版
部
・
昭
和
四
十
四
年
四
月
刊
）。

（
14
）「
生
活
の
な
か
の
神
道
」
は
増
訂
再
版
に
所
収
。

（
15
）
前
掲
（
5
）
に
同
じ
。

（
16
）
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
、「
私
は
、
私
の
立
場
・
主
張
を
は
つ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
自
覚
し
ま
し
た
の
は
当
然
で
す
が
、
私
を
見
る
人
々

の
眼
が
、
皇
學
館
の
見
解
と
い
ふ
意
識
で
見
て
を
ら
れ
る
と
、
ひ
し
ひ
し
と
感
ぜ
ら
れ
て
、
こ
れ
は
容
易
な
ら
ぬ
こ
と
だ
と
思
つ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。」

（「「
皇
學
館
大
学
と
私
の
神
道
研
究
」）
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
。

皇
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大
学
創
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百
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（
17
）
若
林
強
斎
の
「
神
道
大
意
」
に
「
惣
じ
て
神
道
を
語
る
は
、
ひ
ら
た
う
や
す
ら
か
に
い
ふ
が
よ
き
な
り
。
忌
部
正
通
の
辞
を
嬰
児
に
借
り
て
心
を
神

聖
に
も
と
む
と
い
へ
る
が
是
な
り
。」
と
あ
る
。

（
18
）
前
掲
（
6
）
に
同
じ
。

（
19
）
前
掲
（
2
）
に
同
じ
。

（
20
）「
日
本
」
七
の
四

昭
和
三
十
二
年
四
月
。

（
21
）
前
掲
（
2
）
に
同
じ
。

（
22
）
谷
先
生
に
よ
る
若
林
強
斎
の
「
神
道
大
意
」
の
翻
刻
と
解
説
が
、
左
記
の
よ
う
に
住
吉
大
社
の
社
報
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。

『
神
道
大
意
』
講
義

「
す
み
の
え
」

百
二
十
二
～
百
十
六
号

昭
和
四
十
八
年
四
月
～
八
月

（
23
）『
高
原
先
生
喜
寿
記
念

皇
學
論
集
』（
皇
學
館
大
学
出
版
部
・
昭
和
四
十
四
年
十
月
刊
）。

（
24
）『
神
道
原
論
』
後
篇

第
三
章
い
の
ち

二
、「
い
の
ち
」
の
連
続
性
。

（
25
）「
日
本
」
十
一
の
十

昭
和
三
十
六
年
十
月
。

（
26
）
前
掲
（
5
）
の
「
私
の
立
場
と
方
法
」
で
、「
私
の
課
題
」
と
し
て
、（
一
）「
い
の
ち
」、（
二
）「
祓
と
正
直
」
と
い
う
節
を
立
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

谷
先
生
は
、「
神
道
神
学
」
の
基
盤
に
、「
祓
の
倫
理
化
」
と
し
て
の
「
正
直
」
を
据
え
て
お
ら
れ
た
。

（
27
）「
す
が
す
が
し
考
」
で
最
後
に
記
さ
れ
た
「
速
須
佐
之
男
命
が
、「
我
が
御
心
ス
ガ
ス
ガ
シ
」
と
言
あ
げ
さ
れ
た
と
い
ふ
神
話
の
意
義
は
、
実
に
深
い

の
で
あ
る
。」
は
、『
神
道
原
論
』
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、『
谷
省
吾
先
生
著
述
目
録
』（
皇
學
館
大
学
大
学
院
倉
史
會
・
平
成
三
年
十
月
十
九
日
刊
）
を
参
照
に
し
た
。
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